
策
定
の
背
景

　

金
融
庁
で
は
こ
れ
ま
で
、
一
年
間

の
監
督
局
、
検
査
局
の
業
務
方
針
を

事
務
年
度
（
７
月
１
日
〜
翌
６
月
30

日
）
の
当
初
に
打
ち
出
し
て
き
た

（
監
督
方
針
、
検
査
基
本
方
針
）。

　

昨
年
は
、
ベ
タ
ー
・
レ
ギ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
金
融
規
制
の
質
的
向
上
）

の
一
環
と
し
て
、
検
査
基
本
方
針
を

「
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
基
本
方
針
」

に
あ
ら
た
め
、
検
査
の
あ
り
方
を
見

直
し
、
オ
ン
サ
イ
ト
・
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
（
立
入
検
査
）
と
オ
フ
サ
イ
ト
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
資

料
徴
求
）
を
効
果
的
・
効
率
的
に
組

み
合
わ
せ
て
実
態
把
握
を
行
う
手
法

を
導
入
し
た
。

　

今
事
務
年
度
は
、
こ
う
し
た
取
組

み
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
新

た
な
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
い
て

生
じ
え
た
監
督
局
の
こ
れ
ま
で
の
オ

フ
サ
イ
ト
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
の
重

複
を
回
避
す
る
た
め
、
監
督
方
針
と

金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
基
本
方
針
を
統

合
す
る
か
た
ち
で
「
金
融
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
基
本
方
針
」
を
策
定
し
（
本
年

９
月
11
日
）、
監
督
局
と
検
査
局
が

共
通
の
方
針
の
も
と
、
緊
密
に
連
携

・
役
割
分
担
し
な
が
ら
、
事
務
を
進

め
る
こ
と
と
し
た
。

今
事
務
年
度
の
監
督
・ 

検
査
の
基
本
的
な
考
え
方

　

今
事
務
年
度
の
監
督
・
検
査
に
あ

た
っ
て
は
、
政
府
の
「
日
本
再
興
戦

略
」
の
取
組
み
も
ふ
ま
え
た
「
デ
フ

レ
脱
却
に
向
け
た
取
組
み
と
『
好
循

環
』
の
実
現
」
と
、
金
融
シ
ス
テ
ム

の
安
定
の
た
め
の
「
金
融
シ
ス
テ
ム

・
金
融
機
関
の
健
全
性
の
維
持
」
を

基
本
的
な
考
え
に
据
え
、
金
融
機
関

が
よ
り
す
ぐ
れ
た
業
務
運
営
（
ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）
に
向
け
て
経
営

改
善
を
図
っ
て
い
く
よ
う
、
金
融
機

関
と
建
設
的
な
対
話
を
重
ね
て
い
く
。

⑴
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
取
組
み
と

「
好
循
環
」
の
実
現

　

現
在
、
政
府
全
体
と
し
て
、
デ
フ

レ
脱
却
、
経
済
の
持
続
的
成
長
に
向

け
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

金
融
庁
は
９
月
11
日
に
２
０
１
４
事
務
年
度
の
「
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
基
本
方
針
」
を
公
表
し
た
。
本
稿

で
は
、
こ
の
基
本
方
針
を
中
心
に
今
事
務
年
度
の
監
督
・
検
査
の
お
も
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
。
な
お
、
本
基
本
方
針
は
、
14
年
９
月
時
点
の
金
融
シ
ス
テ
ム
を
と
り
ま
く
経
済
金
融
情
勢
等
を
ふ
ま

え
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
す
こ
と
が
あ
り
う
る
。
本
稿
に
お
け
る
意
見

に
か
か
る
部
分
は
、
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
こ
と
に
ご
留
意
願
い
た
い
。
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今
後
も
、
経
済
や
産
業
に
必
要
な
資

金
が
円
滑
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
で
、

デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
動
き
を
よ
り

確
か
な
も
の
と
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
る
。

　

ま
た
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
等
が

進
展
し
て
い
く
な
か
で
も
、
経
済
や

産
業
が
持
続
的
な
成
長
を
続
け
て
雇

用
や
賃
金
の
改
善
が
実
現
す
る
こ
と
、

こ
れ
ま
で
現
預
金
等
に
偏
っ
て
い
た

国
民
の
多
額
の
資
産
が
適
切
に
運
用

さ
れ
安
定
的
な
資
産
形
成
が
図
ら
れ
、

結
果
と
し
て
経
済
成
長

に
必
要
な
リ
ス
ク
マ
ネ

ー
が
供
給
さ
れ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
金
融
機
関

が
金
融
仲
介
機
能
を
発

揮
し
、
経
済
の
成
長
や

国
民
生
活
の
安
定
に
寄

与
し
、
ひ
い
て
は
、
金

融
機
関
自
身
の
安
定
的

な
収
益
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
よ
う
な
「
好
循

環
」
の
実
現
を
目
指
す

必
要
が
あ
り
、
こ
の
た

め
に
必
要
な
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
（
図
表

１
）。

⑵
金
融
シ
ス
テ
ム
・
金

融
機
関
の
健
全
性
の
維

持
　

金
融
機
関
が
持
続
的

に
金
融
仲
介
機
能
を
発

揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、

金
融
シ
ス
テ
ム
や
金
融

機
関
の
健
全
性
が
維
持
さ
れ
る
こ
と

が
不
可
欠
な
前
提
条
件
で
あ
る
。
ま

た
、
金
融
機
関
の
経
営
は
、
国
内
外

の
市
場
や
経
済
の
動
向
等
に
よ
っ
て

大
き
く
影
響
を
受
け
る
。
こ
の
た
め
、

金
融
シ
ス
テ
ム
を
と
り
ま
く
環
境
の

変
化
に
対
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
お
よ

び
金
融
機
関
の
健
全
性
が
維
持
さ
れ

る
よ
う
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ

ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
必
要
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
事
務
年
度
の
重
点
施
策

　

今
事
務
年
度
は
、
以
上
を
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、
次
の
９
項
目
を

重
点
施
策
に
据
え
て
、
監
督
・
検
査

に
取
り
組
む
。

⑴
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
経
営

　

前
述
の
「
好
循
環
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
間
接
金
融
・
直
接
金
融

を
問
わ
ず
、
金
融
機
関
が
顧
客
を
第

一
に
考
え
、
真
に
顧
客
の
利
益
に
な

る
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
事
務
年
度
の
監
督
・

検
査
で
は
、
各
金
融
機
関
に
お
い
て
、

た
と
え
ば
顧
客
と
の
総
合
的
な
取
引

関
係
の
な
か
で
優
越
的
地
位
の
濫
用

防
止
・
利
益
相
反
管
理
等
の
経
営
管

理
態
勢
が
機
能
し
て
い
る
か
、
手
数

料
や
系
列
関
係
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
利
益
に
真
に

か
な
う
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
検
証

を
行
っ
て
い
く
。
金
融
機
関
が
自
ら

の
短
期
的
な
収
益
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
真
に
顧
客
の
利
益
に
な
る
金

融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
「
好
循
環
」
実
現
の
た
め
の
大

前
提
と
な
る
。

⑵
事
業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資
等

　

金
融
取
引
・
企
業
活
動
の
国
際
化

や
、
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
展
す

る
な
か
、
日
本
の
企
業
や
産
業
が
活

力
を
保
っ
て
経
済
を
牽
引
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競

争
環
境
の
も
と
で
事
業
を
展
開
す
る

企
業
や
産
業
で
は
国
際
競
争
力
を
維

持
・
強
化
す
る
こ
と
が
、
ま
た
地
域

経
済
圏
を
ベ
ー
ス
と
し
た
企
業
や
産

業
で
は
必
要
に
応
じ
穏
や
か
な
集
約

化
を
図
り
つ
つ
効
率
性
や
生
産
性
を

向
上
さ
せ
、
地
域
の
雇
用
や
賃
金
の

改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

今
事
務
年
度
の
監
督
・
検
査
で
は
、

金
融
機
関
が
借
手
企
業
の
事
業
の
内

容
や
成
長
可
能
性
な
ど
を
評
価
し

〔図表１〕 金融機関の取組みにおける「好循環」の実現

金融仲介機能の発揮

真に顧客のためになる
金融商品・サービスの提供

安定的な収益確保

顧客の成長等の果実を
金融機関が享受

顧客の成長・発展

•産業・企業の持続的な成長
•国民の安定的な資産形成

「好循環」
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（「
事
業
性
評
価
」）、
こ
れ
を
ふ
ま

え
た
適
切
な
融
資
や
助
言
を
行
っ
て

い
る
か
に
つ
い
て
、
金
融
機
関
の
経

営
姿
勢
や
企
業
へ
の
実
際
の
対
応
状

況
等
を
通
じ
て
、
検
証
を
行
っ
て
い

く
。

⑶
資
産
運
用
の
高
度
化

　

家
計
や
年
金
の
資
金
、
そ
の
他
機

関
投
資
家
が
運
用
す
る
多
額
の
資
産

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
金
の
性
格
や
資

産
保
有
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
適
切

に
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
商
品
開
発
、
販
売
、
運

用
、
資
産
管
理
そ
れ
ぞ
れ
に
携
わ
る

金
融
機
関
が
そ
の
役
割
・
責
任
（
フ

ィ
デ
ュ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
デ
ュ
ー
テ
ィ

ー
（
注
１
））
を
実
際
に
果
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

各
金
融
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

・
責
任
を
果
た
し
つ
つ
、
資
産
運
用

能
力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
で
、
国

民
の
安
定
的
な
資
産
形
成
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
加
え
、
投
資
へ
の
流
れ
が

一
層
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
資
産
運
用

市
場
や
資
産
運
用
業
も
中
長
期
的
に

発
展
し
て
い
く
と
い
う
「
好
循
環
」

の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
（
図
表
２
）。

　

今
事
務
年
度
の
監
督
・
検
査
で
は
、

各
金
融
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
・

責
任
を
果
た
す
に
あ
た
っ
て
の
経
営

陣
の
考
え
方
、
現
場
職
員
の
業
績
評

価
の
指
標
、
現
実
に
提
供
さ
れ
て
い

る
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い

て
、
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
自
身
に
よ
る
有

価
証
券
運
用
に
つ
い
て
も
、
業
態
等

に
よ
り
異
な
る
資
産
運
用
の
性
格
を

ふ
ま
え
つ
つ
、
資
産
規
模
等
に
見
合

っ
た
運
用
や
リ
ス
ク
管
理
の
態
勢
が

整
備
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
証

す
る
。

　

と
く
に
こ
れ
ら
の
検
証
は
、
法
令

等
の
ル
ー
ル
（
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
）
に
抵
触
し
て
い
な
い
か
ど
う

か
の
「
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
」
で
は
な
く
、

各
金
融
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
・

責
任
を
果
た
す
と
い
う
プ
リ
ン
シ
プ

ル
の
も
と
、
金
融
機
関
の
創
意
工
夫

に
よ
り
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を

目
指
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
金
融
機

関
と
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

⑷
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス

　

マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
の
視
点

に
立
っ
た
監
督
・
検
査
は
従
来
か
ら

取
り
入
れ
て
き
た
が
、
今
事
務
年
度

は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
を
一
層
改
善

す
る
な
ど
、
重
点
を
お
い
て
実
施
し

て
い
く
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
・
市
場
動
向

と
、
金
融
シ
ス
テ
ム
や
金

融
機
関
の
健
全
性
は
相
互

に
作
用
を
及
ぼ
し
合
う
関

係
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、

世
界
的
に
み
て
拡
大
が
続

い
て
い
る
信
用
市
場
が
な

ん
ら
か
の
か
た
ち
で
転
換

期
を
迎
え
た
場
合
、
日
本

の
金
融
シ
ス
テ
ム
・
金
融

機
関
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
の
か
。
ま
た
、

日
本
経
済
が
デ
フ
レ
か
ら

脱
却
し
、
イ
ン
フ
レ
局
面

へ
と
転
換
す
る
な
か
で
生

じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

金
利
や
各
種
資
産
価
格
の

変
動
が
日
本
の
金
融
シ
ス

テ
ム
・
金
融
機
関
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の

か
。
足
も
と
の
個
々
の
金

融
機
関
の
経
営
は
問
題
な

い
が
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ

キ
ン
グ
な
視
点
で
こ
れ
ら

の
課
題
を
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
事
務
年
度
の
監
督
・

検
査
で
は
、
こ
う
し
た
相
互
作
用
を

前
広
に
把
握
・
分
析
す
る
と
と
も
に
、

金
融
機
関
の
リ
ス
ク
管
理
態
勢
を
検

証
す
る
。

⑸
統
合
的
リ
ス
ク
管
理

　

こ
れ
ま
で
金
融
機
関
の
健
全
性
に

つ
い
て
の
検
証
は
、
立
入
検
査
（
オ

ン
サ
イ
ト
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
に
お

け
る
個
別
の
資
産
査
定
を
中
心
に
行

〔図表２〕 資産運用の高度化における「好循環」の実現

資金運用能力の向上

資金の性格や顧客のニーズ
に即した適切な運用

投資への流れの促進による
資産運用業・運用市場の発展

国民の安定的な
資産形成

「好循環」
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わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
不
良
債
権
問

題
の
解
決
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
有

効
な
手
法
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る

が
、
今
後
は
、
金
利
リ
ス
ク
や
与
信

集
中
リ
ス
ク
等
の
管
理
態
勢
や
、
ス

ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
実
施
状
況
の
確
認

な
ど
、
金
融
機
関
全
体
の

健
全
性
の
観
点
か
ら
、
金

融
機
関
に
と
っ
て
重
要
な

リ
ス
ク
の
把
握
と
脆
弱
性

の
分
析
を
中
心
に
行
っ
て

い
く
（
図
表
３
）。

　

具
体
的
に
は
、
貸
出
が

減
少
し
て
い
る
金
融
機
関

で
有
価
証
券
運
用
を
増
や

し
て
い
る
よ
う
な
場
合
、

従
来
と
同
じ
よ
う
に
資
産

査
定
ば
か
り
や
っ
て
い
て

は
、
よ
り
大
き
な
リ
ス
ク

に
十
分
リ
ソ
ー
ス
を
割
け

な
い
こ
と
と
な
る
。
あ
る

い
は
、
大
口
融
資
先
や
一

つ
の
業
種
へ
の
集
中
が
重

要
な
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い

る
金
融
機
関
も
あ
る
。
そ

こ
で
、
金
融
機
関
ご
と
に

異
な
る
重
要
な
リ
ス
ク
の

所
在
を
把
握
し
た
う
え
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
が

統
合
的
な
リ
ス
ク
管
理
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
把
握
す
る
。

　

な
お
、
オ
ン
サ
イ
ト
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
け
る
個
別
の
資

産
査
定
の
検
証
で
は
、
小
口
の
資
産

査
定
は
、
金
融
機
関
に
お
い
て
引
当

等
の
管
理
態
勢
が
整
備
さ
れ
有
効
に

機
能
し
て
い
れ
ば
、
引
き
続
き
金
融

機
関
の
判
断
を
原
則
と
し
て
尊
重
す

る
。
ま
た
、
前
記
の
検
証
を
前
提
と

し
て
、
金
融
機
関
の
健
全
性
に
影
響

を
及
ぼ
す
大
口
与
信
以
外
に
つ
い
て

も
、
原
則
と
し
て
金
融
機
関
の
判
断

を
尊
重
し
て
い
く
。

⑹
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
持
続
可
能
性

と
経
営
管
理

　

人
口
減
少
の
進
展
な
ど
事
業
環
境

が
変
化
し
て
い
る
な
か
、
金
融
機
関

が
目
先
の
収
益
の
追
求
で
は
な
く
、

持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構

築
す
る
こ
と
が
、
将
来
に
わ
た
り
金

融
機
関
の
健
全
性
を
確
保
し
て
い
く

う
え
で
重
要
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
そ
の
も
の
は
個
別
の
経
営
判
断

に
よ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
は
あ
る

が
、
持
続
可
能
性
の
な
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
、
金
融
機
関
の
経
営
基
盤

を
脅
か
し
、
健
全
性
を
損
う
結
果
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
局
と
し
て
も
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
持
続
可
能
性
に
強
い
関
心

を
も
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
今
事
務
年
度
の
監
督
・

検
査
で
は
、
各
金
融
機
関
が
中
長
期

的
な
経
済
・
社
会
の
動
向
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
や
、
い
か
な

る
経
営
方
針
の
も
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
持
続
可
能
性
を
確
保
し
よ

う
と
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
議
論

を
深
め
る
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
が
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
は
、
経
営
陣
の
役
割
が

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

経
営
管
理
態
勢
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の

実
質
的
な
機
能
発
揮
状
況
等
に
つ
い

て
も
検
証
す
る
。
こ
の
際
、
形
式
的

な
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
態
な
ど
に
よ
っ
て

判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
内
外
の
金

融
機
関
や
事
業
会
社
な
ど
に
お
け
る

経
営
管
理
の
範
と
な
る
よ
う
な
事
例

に
つ
い
て
の
知
見
を
高
め
な
が
ら
、

各
機
関
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
機
能

を
発
揮
し
て
い
る
か
検
証
し
て
い
く
。

⑺
顧
客
の
信
頼
・
安
心
感
の
確
保
等

　

金
融
シ
ス
テ
ム
は
経
済
の
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

昨
今
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
不
正
送

金
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
応
状
況
、

反
社
会
的
勢
力
へ
の
対
応
や
マ
ネ
ー

・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
対
応
等
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
証
し
て

〔図表３〕 統合的リスク管理のあり方

資産査定中心の検査

統合的リスク管理

金利リスク

負　債
（預金等）

資　本

金融機関にとって重要なリスクの把握と脆弱性の分析

与信集中
リスク等

個別与信の
資産査定

貸出金

有価証券

ストレステスト
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い
く
。

⑻
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
加

速
化

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
に
関

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
二
重
ロ
ー
ン
問

題
へ
の
対
応
に
は
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。
加
え
て
、
被
災
地
域
で

は
産
業
復
興
や
地
域
再
生
が
本
格
化

し
、
地
域
の
核
と
な
る
産
業
の
育
成
、

環
境
変
化
を
ふ
ま
え
た
街
づ
く
り
が

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、

金
融
機
関
に
対
し
て
は
、
こ
う
し
た

被
災
地
域
の
状
況
を
き
め
細
か
く
把

握
し
、
必
要
な
金
融
面
で
の
支
援
に

取
り
組
む
こ
と
を
促
し
て
い
く
。

⑼
公
的
金
融
と
民
間
金
融

　

経
済
活
性
化
に
向
け
て
、
民
間
金

融
と
公
的
金
融
の
そ
れ
ぞ
れ
が
期
待

さ
れ
る
機
能
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
民
間
金

融
と
の
競
合
・
補
完
状
況
に
つ
い
て

実
態
把
握
し
、
両
者
の
よ
り
望
ま
し

い
関
係
の
実
現
に
つ
い
て
、
関
係
者

と
議
論
し
て
い
く
。

具
体
的
な 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
取
組
み

　

今
事
務
年
度
は
、
以
上
の
９
項
目

の
重
点
施
策
を
は
じ
め
、
監
督
・
検

査
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
取
組
み
を

進
め
て
い
く
。

⑴
オ
ン
サ
イ
ト
・
オ
フ
サ
イ
ト
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
一
体
化

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
今
事
務

年
度
は
監
督
局
と
検
査
局
が
共
通
の

方
針
の
も
と
で
緊
密
に
連
携
し
て
い

く
。
こ
れ
に
よ
り
、
監
督
局
・
検
査

局
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
重
複
部
分
を

排
除
し
、
金
融
機
関
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
基
本
方
針
の
一
本
化
の
ほ

か
に
も
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し

等
を
通
じ
て
、
効
果
的
・
効
率
的
な

業
務
運
営
を
進
め
て
い
く
。
具
体
的

に
は
、
今
事
務
年
度
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、

監
督
局
と
検
査
局
の
同
じ
業
態
を
担

当
す
る
チ
ー
ム
が
具
体
的
な
役
割
分

担
や
プ
ロ
セ
ス
を
、
常
に
協
議
し
な

が
ら
業
務
運
営
し
て
い
く
。
そ
れ
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
別
々
の
階

に
あ
っ
た
監
督
局
と
検
査
局
の
オ
フ

ィ
ス
を
全
面
的
に
変
更
し
、
同
じ
業

態
を
担
当
す
る
監
督
局
と
検
査
局
の

チ
ー
ム
は
近
接
し
て
日
々
の
業
務
を

行
う
こ
と
と
し
、
よ
り
綿
密
な
連
携

を
と
れ
る
よ
う
配
置
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
に

よ
り
、
金
融
機
関
の
負
担
軽
減
を
図

っ
て
い
く
。

⑵
よ
り
よ
い
業
務
運
営
に
向
け
て
の

建
設
的
な
対
話
の
促
進

　

建
設
的
な
対
話
を
通
じ
、
金
融
機

関
が
自
主
的
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

な
が
ら
、
よ
り
優
れ
た
業
務
運
営

（
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）
と
顧
客

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
改
善
に
向
け
、

健
全
な
競
争
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
促

進
す
る
。
ま
た
、
金
融
庁
が
実
施
し

た
各
種
検
証
・
分
析
等
の
結
果
は
、

金
融
機
関
の
取
組
み
の
参
考
に
な
る

よ
う
、
今
事
務
年
度
も
「
金
融
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」
等
の
か
た
ち

で
公
表
・
還
元
す
る
。

⑶
国
際
的
な
連
携
の
強
化

　

金
融
機
関
の
業
務
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
金
融
取
引
の
国
際
化
の
進
展
を

念
頭
に
、
国
際
的
な
議
論
へ
の
貢
献
、

各
国
当
局
と
の
連
携
強
化
、
諸
外
国

の
監
督
動
向
を
ふ
ま
え
た
監
督
手
法

の
改
善
に
取
り
組
む
。

⑷
関
係
者
と
の
対
話
の
充
実
、
情
報

収
集
の
強
化

　

金
融
機
関
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

で
あ
る
株
主
、
顧
客
、
社
外
取
締
役

・
監
査
役
、
営
業
現
場
の
職
員
、
自

主
規
制
機
関
、
地
域
社
会
な
ど
と
の

意
見
交
換
等
を
通
じ
て
、
金
融
機
関

に
お
け
る
当
局
と
の
窓
口
担
当
者
と

の
対
話
に
限
ら
れ
な
い
、
３
６
０
度

で
の
情
報
収
集
を
進
め
る
。

＊　

＊　

＊

　

金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
基
本
方
針
で

は
、
以
上
の
重
点
施
策
お
よ
び
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
業

態
ご
と
の
特
性
等
を
ふ
ま
え
て
ブ
レ

イ
ク
ダ
ウ
ン
し
た
「
各
論
」
を
、
主

要
行
等
、
中
小
・
地
域
金
融
機
関
、

保
険
会
社
等
、
金
融
商
品
取
引
業
者

等
に
つ
い
て
用
意
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
に
つ
い

て
、
当
該
業
態
に
係
る
課
題
と
今
事

務
年
度
の
考
え
方
、
お
も
な
重
点
施

策
や
着
眼
点
お
よ
び
監
督
・
検
査
の

手
法
を
掲
載
し
て
い
る
。
関
係
す
る

業
態
に
対
す
る
監
督
・
検
査
の
あ
り

方
の
詳
細
に
つ
い
て
ご
関
心
の
方
は
、

金
融
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
注
２
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
注
）１　

こ
こ
で
い
う
「
フ
ィ
デ
ュ
ー
シ

ャ
リ
ー
・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
」
は
、
他

者
の
信
認
を
得
て
、
一
定
の
任
務
を

遂
行
す
べ
き
者
が
負
っ
て
い
る
幅
広

い
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
・
責
任
の
総
称

と
し
て
用
い
て
い
る
。

２　

h
ttp

://w
w

w
.fsa

.g
o

.jp
/

new
s/26/20140911-1.htm
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